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は
じ
め
に

高
橋
由
一
は
啓
蒙
的
な
芸
術
家
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
油
彩
画
技
法
を
追
求
し
、

明
治
二
七
年
七
月
に
七
五
歳
で
没
す
る
ま
で
、
本
格
的
な
美
術
学
校
や
美
術
館

の
設
立
を
政
府
に
情
熱
的
に
請
願
し
、
イ
タ
リ
ア
公
使
に
助
力
を
申
し
で
た
。

彼
の
教
育
的
配
慮
は
、
私
塾
の
薄
給
学
舎
を
主
宰
し
た
こ
と
や
、
明
治
＝
二
年

に
美
術
研
究
誌
『
臥
遊
席
珍
』
を
息
子
の
源
吉
に
発
行
さ
せ
た
こ
と
に
見
ら
れ

る
が
、
天
檜
学
舎
の
学
則
を
整
え
、
画
境
も
熟
し
た
明
治
一
四
年
、
突
如
彼
が

示
し
た
怒
れ
る
芸
術
家
の
ポ
ー
ズ
に
も
う
か
が
え
る
。
青
木
茂
編
『
高
橋
由
一

油
画
史
料
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
一
四
年
三
月
一
日
か
ら
六
月
三
コ
口
ま
で
上
野

公
園
で
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
と
き
、
由
一
は
妙
技
牌
二
等

の
自
作
の
油
彩
画
《
風
景
ノ
図
》
の
審
査
評
が
不
当
だ
と
怒
り
、
師
の
川
上
冬

崖
な
ど
の
審
査
委
員
の
不
適
格
さ
を
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
事
件
に
発
展
さ
せ
た
（
1
）
。

西
洋
近
代
美
術
史
か
ら
展
望
す
れ
ば
、
こ
の
異
様
な
怒
り
も
進
歩
と
し
て
の
美

術
史
の
理
念
に
そ
っ
て
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

一、

R
一
の
怒
り

　
明
治
一
四
年
の
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
工
部
美
術
学
校
教
官
サ
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
と
彼
の
学
生
の
作
品
が
多
く
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
実
質
的
に
は
、

名
声
を
要
求
す
る
高
橋
由
一
の
舞
台
に
変
貌
し
た
。
す
で
に
イ
タ
リ
ア
の
画
家

フ
ォ
ン
タ
ネ
！
ジ
は
、
明
治
九
年
に
発
足
し
た
国
立
の
工
部
美
術
学
校
に
お
け

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
整
え
て
、
浅
井
忠
、
高
橋
源
吉
、
松
岡
寿
、
西
敬
、
日
下

部
美
代
二
、
藤
雅
三
な
ど
の
学
生
を
真
剣
に
教
育
し
た
結
果
、
洋
画
は
短
期
で

盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
は
工
部
美
術
学
校
の
講
義
で
、

芸
術
家
の
勧
め
を
こ
う
要
約
し
て
い
た
。

　
　
今
笈
に
一
豊
家
あ
り
。
一
物
を
董
き
之
に
己
の
名
を
記
す
と
き
は
、
後
世
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に
至
り
人
そ
の
藝
術
の
巧
拙
を
論
ぜ
ん
。
こ
の
人
若
し
名
家
な
ら
ば
、
其

　
　
名
萬
世
に
傳
へ
て
朽
ち
ざ
る
べ
し
。
即
ち
、
ラ
フ
ァ
エ
ル
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

　
　
ュ
氏
の
如
し
。
若
し
拙
工
な
ら
ば
、
十
日
を
出
ず
し
て
、
人
其
名
を
忘
れ

　
　
ん
こ
と
必
せ
り
（
2
）
。

　
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
は
ま
ず
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
名
を
挙
げ
、

芸
術
家
の
人
生
目
標
が
万
世
に
名
前
を
残
す
こ
と
だ
と
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
ま
で

さ
か
．
の
ぼ
り
う
る
生
き
方
を
教
え
た
。
そ
の
よ
う
な
名
声
を
う
る
べ
く
画
家
は

論
理
と
実
地
に
熟
達
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
二
面
性
の
根
拠
は
、
【
五

六
八
年
に
ロ
ー
マ
で
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
出
版
し
た
『
美
術
家
列
伝
』

に
総
括
さ
れ
て
い
る
が
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
「
遠
近
法
の
理
論
で
、
銭
よ
り
も
偉

大
な
名
誉
を
付
与
す
る
作
品
を
残
す
」
や
、
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
の
「
芸
術
を
縦
横

に
駆
使
す
る
者
に
は
富
と
永
遠
の
名
声
を
与
え
る
」
と
い
う
絵
画
論
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
。
工
部
美
術
学
校
で
は
透
視
図
法
や
石
膏
彫
刻
デ
ッ
サ
ン
な
ど
イ
タ
リ

ア
と
同
じ
教
育
制
度
で
洋
画
教
育
は
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
、
政
府
顧
問
の
ド
イ

ツ
人
ワ
グ
ネ
ル
は
明
治
一
〇
年
の
内
国
勧
業
博
覧
会
報
告
で
こ
う
懸
念
し
た
。

　
　
油
書
ノ
術
ヲ
窮
乏
、
筆
力
健
快
、
最
［
モ
］
天
然
ノ
眞
態
ヲ
罵
ス
同
巧
ナ

　
　
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ
。
然
レ
ト
モ
、
時
好
ノ
油
玉
二
移
ル
斯
ノ
如
ク
、
速
カ
ナ

　
　
ル
ハ
、
日
本
美
術
工
業
二
神
益
ス
ル
や
否
や
（
3
）
。
（
句
読
点
は
筆
者
）
．

　
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
が
美
術
学
校
整
備
へ
の
不
満
か
ら
「
自
然
を
師
と
せ
よ
」

と
い
う
ル
ネ
サ
ン
ス
的
な
言
葉
を
学
生
た
ち
に
残
し
て
明
治
＝
年
に
帰
国
し

た
の
ち
も
、
洋
画
研
究
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
り
、
第
二
回
の
内
国
勧
業
博
覧

会
を
迎
え
た
。
こ
の
第
二
回
博
覧
会
に
つ
い
て
ワ
グ
ネ
ル
は
、

　
　
油
糟
暦
本
會
二
世
テ
、
場
匿
ノ
多
分
ヲ
占
メ
タ
リ
。
之
二
反
シ
テ
、
日
本

　
　
固
有
ノ
書
ハ
、
較
々
少
シ
…
…
其
油
糟
ヲ
検
按
ス
ル
ニ
、
大
忌
甚
タ
醜
悪

　
　
ニ
シ
テ
、
當
二
美
術
品
ト
視
認
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
カ
如
ク
…
…
（
4
）

と
日
本
画
の
衰
退
を
嘆
き
、
洋
画
へ
の
傾
斜
を
遺
憾
と
し
た
。
ワ
グ
ネ
ル
に
は
、

日
本
人
が
西
洋
画
に
い
か
に
熟
達
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
海
外
で
の
商
品
価
値
は

な
い
と
考
え
て
い
た
だ
ろ
う
。
と
に
か
く
ワ
グ
ネ
ル
か
ら
見
て
「
醜
悪
な
」
油

給
の
頂
点
を
極
め
た
の
は
由
一
で
あ
っ
た
。

　
由
一
は
《
風
景
ノ
図
》
で
一
位
な
し
の
妙
技
牌
二
等
と
い
う
、
実
質
的
な
一

位
に
輝
い
た
と
き
、
突
如
と
し
て
審
査
官
た
ち
の
無
能
力
を
誹
嘱
す
る
記
事
を

新
聞
に
書
き
、
激
し
い
怒
り
を
社
会
に
向
け
て
公
表
し
た
よ
う
で
あ
る
。
審
査

部
長
は
町
田
久
成
、
審
査
官
は
福
田
盛
業
、
納
富
介
次
郎
（
介
堂
）
、
由
一
の

師
た
る
川
上
寛
（
冬
崖
）
、
岸
光
景
で
あ
っ
た
。
以
下
に
記
す
審
査
評
へ
、
由

一
は
怒
り
を
突
如
発
し
、
そ
の
是
非
を
世
に
問
う
た
。
青
木
茂
編
『
高
橋
由
一

油
画
資
料
』
か
ら
、
句
読
点
を
い
れ
て
、
そ
の
部
分
を
読
も
う
。

　
　
　
　
　
　
油
画
　
　
理
知
夜
景

　
　
江
天
月
ヲ
見
ス
シ
テ
月
露
ル
ノ
状
宛
然
、
光
輝
岸
樹
ヲ
穿
チ
水
曲
ノ
漁
舟

　
　
二
掩
暎
ス
。
三
彩
幽
雅
ニ
シ
テ
意
趣
余
ア
リ
。
其
妙
技
一
二
嘉
賞
ス
可
キ
。

つ
ま
り
油
彩
画
の
画
題
は
川
の
堤
の
夜
景
。
川
辺
の
空
に
は
月
こ
そ
見
え
な
い
が
、
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ま
る
で
月
が
上
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
輝
く
光
は
、
岸
の
樹
木
を

透
か
し
て
、
曲
が
っ
た
川
に
浮

か
ぶ
漁
舟
を
照
ら
す
。
色
彩
は

幽
雅
、
筆
致
に
は
趣
が
あ
る
。

そ
の
優
れ
た
技
に
は
か
な
り
上

位
の
賞
を
与
え
る
に
ふ
さ
わ
し

い
、
と
。
こ
の
作
品
を
特
定
で

き
な
い
の
で
、
審
査
評
や
以
下

に
紹
介
す
る
記
事
を
参
考
に
し

た
復
元
図
（
図
1
）
を
掲
げ
て

お
こ
う
。
復
元
図
で
分
か
る
よ

う
に
、
問
題
は
樹
間
の
白
光
部

分
を
ど
う
解
釈
す
る
か
に
あ
っ
た
。

　
審
査
評
た
る
薦
告
文
を
読
む
や
、

絵
の
下
に
貼
り
、

た
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、

前
の
「
青
淵
観
心
」

　
　
日
報
社
ノ
吟
香
翁
［
岸
田
銀
次
］

　
　
ノ
忽
チ
樹
間
二
閃
キ
タ
ル
ハ
、

」
、
浅
丙
．

’
憂
「

嚢託

図1

　
　
　
　
　
　
由
一
は
そ
れ
を
賞
牌
と
と
も
に
展
示
中
の

そ
の
絵
が
夜
景
が
ど
う
か
を
鑑
賞
者
に
検
分
さ
せ
よ
う
と
し

　
　
明
治
一
四
年
六
月
二
六
日
の
『
朝
野
新
聞
』
に
味
な
名

　
の
偽
名
で
投
書
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
如
キ
ハ
、
之
ヲ
評
シ
テ
日
ク
、
日
光

　
　
　
　
　
　
雨
後
ノ
景
ナ
ル
ベ
シ
云
々
ト
。
余
又
画
家

　
　
二
藍
テ
、
暴
評
ヲ
聞
キ
シ
ニ
、
群
言
フ
所
、
略
ボ
之
二
同
ジ
。
蓋
シ
世
人

　
ノ
見
ル
所
、
画
家
ノ
言
フ
所
、
新
聞
記
者
ノ
評
ス
ル
所
ト
与
二
、
雨
後
ノ

　
タ
陽
ト
シ
テ
、
賞
讃
ス
ル
ナ
リ
。
其
画
、
絶
妙
ナ
ル
、
今
回
、
果
シ
テ
妙

　
技
二
等
賞
ヲ
得
タ
リ
。
然
ル
ニ
、
其
褒
賞
ヲ
得
シ
所
以
ノ
者
ハ
、
全
ク
、

　
衆
目
ノ
見
ル
所
、
叢
論
ノ
賞
ス
ル
所
ト
相
反
シ
、
其
薦
告
ノ
文
二
日
ク
、

　
副
堤
夜
電
界
…
：
［
審
査
評
と
同
じ
］
…
…
其
妙
技
、
甚
タ
嘉
賞
ス
可
シ
ト
。

　
余
之
ヲ
読
デ
、
窃
二
野
フ
所
有
リ
。
何
ト
ナ
レ
バ
、
審
査
官
ハ
、
断
然
此

　
　
ノ
画
ヲ
以
テ
、
月
夜
泊
舟
ノ
図
ト
為
セ
シ
ヲ
以
テ
ナ
リ
…
…
夜
霧
暗
ク
シ

　
　
テ
万
物
色
ナ
シ
、
其
区
別
タ
ル
大
ナ
リ
。
荷
モ
目
ア
ル
者
ハ
、
三
歳
ノ
童

　
　
子
モ
猶
、
能
ク
弁
知
ス
可
シ
、
況
ン
ヤ
、
其
ノ
業
二
精
シ
キ
画
家
ヲ
ヤ
。

　
　
況
ン
ヤ
、
博
識
名
眼
ナ
ル
審
査
官
ヲ
ヤ
…
…
又
曾
テ
、
西
洋
画
家
二
就
キ

　
　
テ
、
其
ノ
法
ヲ
問
フ
ニ
、
雨
後
ノ
斜
照
二
、
動
画
ノ
如
キ
着
色
法
ヲ
用
フ

　
　
ル
事
ア
リ
。
又
此
ノ
彩
色
ヲ
月
夜
二
施
ス
ハ
、
未
ダ
聞
耳
ザ
ル
所
ナ
リ
。

　
　
余
や
至
愚
ノ
人
ナ
リ
…
…
希
バ
ク
ハ
、
具
サ
ニ
、
其
ノ
月
夜
タ
ル
所
以
ノ

　
　
理
ヲ
挙
ゲ
テ
、
以
テ
余
が
疑
団
ヲ
解
キ
給
へ
。
（
句
読
点
は
筆
者
）

　
日
報
社
の
吟
香
、
す
な
わ
ち
岸
田
銀
次
は
こ
う
述
べ
る
。
こ
の
絵
は
日
光
が

突
如
と
し
て
樹
木
の
間
に
き
ら
め
き
、
雨
が
降
っ
た
直
後
の
絵
に
見
え
る
。
そ

れ
で
由
一
氏
に
尋
ね
る
と
、
や
は
り
そ
う
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
審
査
官
た
ち
は
、

薦
告
文
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
絵
が
夜
の
堤
の
景
色
だ
と
言
う
。
夜
は
暗
く
す

べ
て
に
色
が
な
く
区
別
も
つ
か
な
い
こ
と
は
三
歳
の
幼
児
で
さ
え
分
か
る
。
画
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家
も
そ
の
く
ら
い
は
分
か
る
の
で
、
博
識
の
審
査
官
は
も
っ
と
分
か
る
は
ず
だ
。

実
際
西
洋
で
は
、
雨
後
に
斜
め
か
ら
入
る
光
線
が
照
ら
す
風
景
を
こ
の
よ
う
に

描
い
た
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
色
彩
を
夜
に
描
い
た
例
は
無
い
。
し
た
が
っ

て
私
の
疑
問
点
を
解
い
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
。

　
こ
れ
に
応
え
て
、
吟
香
は
六
月
二
九
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
で
こ
う
書
く
。

一
生
懸
命
に
こ
の
絵
を
二
時
間
ほ
ど
見
た
が
、
学
匠
だ
と
と
い
う
先
入
観
が
あ

る
た
め
か
、
ど
う
見
て
も
夜
景
に
は
思
わ
れ
な
い
、
と
。

　
こ
の
の
ち
七
月
置
『
朝
野
新
聞
』
に
望
月
氏
の
名
前
で
三
回
に
わ
た
り
「
青

図
編
鐘
ノ
問
二
応
フ
」
が
連
載
さ
れ
、
高
橋
氏
が
玉
野
ノ
文
を
絵
の
下
に
貼
っ

た
の
は
審
査
官
の
意
見
に
同
意
し
た
の
も
同
じ
だ
と
反
論
し
た
。
さ
ら
に
九
月

に
は
三
、
五
、
六
日
の
『
東
京
日
日
新
聞
』
の
寄
書
欄
に
日
下
酒
造
氏
か
ら
望

月
氏
へ
の
反
論
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

　
望
月
氏
が
、
お
そ
ら
く
キ
ョ
ソ
ー
ネ
ら
し
き
イ
タ
リ
ア
の
画
家
に
問
う
た
と

こ
ろ
、
そ
れ
は
い
く
ぶ
ん
か
は
昼
で
は
あ
る
と
し
て
も
、
完
全
に
昼
だ
と
は
言

え
な
い
、
と
い
う
返
答
だ
っ
た
ら
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
判
断
た
る
や
何
た
る

誤
謬
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
よ
う
な
判
断
を
し
て
「
理
学
士
ト
カ
銅
版
師
ト
カ
」

言
え
る
だ
ろ
う
か
、
と
問
う
。
ど
う
し
て
そ
れ
が
夜
だ
と
い
う
理
由
を
述
べ
な

い
の
か
、
と
反
論
し
、
「
月
夜
ニ
ハ
万
物
、
皆
、
寒
色
ヲ
含
テ
、
絶
テ
熱
色
ヲ

含
マ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
い
う
の
は
西
洋
画
論
で
一
般
に
言
う
と
こ
ろ
で
、
反
論
す

る
者
も
こ
れ
を
実
験
し
て
み
た
ら
い
い
、
と
以
下
の
よ
う
に
日
下
は
続
け
る
。

此
画
ハ
、
全
面
ノ
結
構
寒
色
ヨ
リ
組
成
セ
ズ
シ
テ
、
反
テ
、
国
色
ヨ
リ
組

成
セ
リ
。
是
ヲ
焉
ゾ
、
全
面
ノ
結
構
、
夜
ナ
リ
ト
云
ヲ
得
ン
ヤ
。
且
、
夫

レ
西
洋
ノ
画
法
二
於
テ
ハ
、
全
面
ノ
各
色
寒
熱
平
均
セ
ン
事
ヲ
要
ス
。
故

二
寒
色
ヨ
リ
組
成
ス
ル
夜
景
ノ
図
ノ
如
キ
ハ
、
必
ズ
燈
光
ヲ
画
テ
以
テ
、

之
力
平
均
ヲ
取
ル
ナ
リ
。
彼
ノ
有
名
ナ
ル
北
画
、
埃
土
ノ
晴
夜
ト
題
ス
ル

月
夜
ノ
図
ノ
如
キ
、
傍
ラ
ニ
、
土
人
ノ
焚
火
ス
ル
ヲ
画
テ
、
之
力
平
均
ヲ

取
り
、
メ
ウ
ズ
河
畔
二
騎

兵
ノ
高
邑
ト
題
ス
ル
月
夜

ノ
図
ノ
如
キ
、
傍
ラ
ニ
提

燈
地
図
ヲ
燭
ラ
ス
ヲ
画
イ

テ
、
之
力
平
均
ヲ
取
り
、

ベ
ニ
ス
ノ
婚
縁
道
ノ
月
ト

題
ス
ル
月
夜
ノ
図
ノ
如

キ
、
遠
市
ノ
燈
火
細
事
二

映
ス
ル
ヲ
画
イ
テ
之
力
平

均
ヲ
取
ル
（
以
上
皆
有
名

ナ
ル
月
夜
ノ
画
）
。

凡
、
此
世
有
名
ナ
ル
夜
景

諸
画
ノ
結
構
ヲ
按
ズ
ル

ニ
、
皆
火
光
ヲ
画
テ
、
寒

図2
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熱
二
色
ノ
平
均
ヲ
取
ル
。
而
シ
テ
絶
テ
燈
光
ヲ
白
墨
ザ
ル
夜
景
ノ
結
構
ヲ

　
　
発
見
セ
ザ
ル
也
。
而
シ
テ
、
日
葡
画
伯
、
燈
光
ヲ
画
カ
ズ
、
是
則
月
夜
ノ

　
　
結
構
二
非
ザ
ル
ナ
リ
。
…
（
句
読
点
・
横
線
は
筆
者
）

　
こ
こ
で
日
下
は
、
西
洋
で
は
夜
を
示
す
と
き
、
寒
色
の
色
で
描
い
た
場
合
、

均
衡
を
保
つ
た
め
に
、
そ
こ
に
燈
光
、
提
燈
、
焚
火
な
ど
暖
色
の
色
を
必
ず
添

え
る
、
と
言
い
、
そ
の
例
を
挙
げ
る
。
こ
の
絵
は
確
実
に
カ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ナ

ー
の
《
ナ
イ
ル
河
畔
》
（
図
2
）
を
指
し
て
い
た
。
蜷
川
式
目
（
の
り
た
ね
）

が
そ
の
精
巧
な
彩
色
石
版
画
を
明
治
六
年
以
来
所
有
し
て
い
た
し
、
中
丸
精
十

郎
が
の
ち
に
そ
の
油
彩
模
写
を
お
こ
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
5
）
。
さ
ら
に
、

作
者
不
明
の
「
メ
ウ
ズ
河
畔
を
巡
視
す
る
騎
兵
」
、
「
ベ
ニ
ス
で
の
婚
縁
の
宴
」

と
い
う
「
遠
く
に
町
の
明
か
り
が
連
な
る
風
景
」
で
あ
る
。
最
後
の
絵
も
ま
た

具
体
的
に
は
誰
の
作
品
か
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ら
に
批
判
は
こ
う
つ
づ
く
。

　
　
古
来
文
人
ノ
、
月
白
丁
半
、
若
ク
ハ
、
月
夜
咬
［
咬
］
潔
、
ト
云
ヒ
シ
ニ

　
　
由
テ
三
二
シ
乎
。
然
バ
、
則
紅
顔
ノ
美
少
年
ト
云
ハ
．
・
、
紅
梅
ノ
如
ク
、

　
　
紅
ナ
ル
顔
色
ヲ
画
カ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
若
シ
又
、
本
邦
従
来
ノ
画
、
鉛
粉
ヲ

　
　
用
ヰ
テ
、
月
ヲ
白
ク
画
ク
ニ
由
テ
信
ゼ
シ
乎
。
然
バ
則
チ
、
何
ゾ
土
中
諸

　
　
物
ノ
陰
影
ア
ル
ヲ
答
メ
ザ
ル
ヤ
。
論
者
ハ
、
誤
解
モ
又
甚
シ
カ
ラ
ズ
ヤ
。

　
　
凡
ソ
、
西
洋
画
法
理
於
テ
ハ
、
月
ヲ
必
白
色
二
画
ク
ト
云
が
如
キ
法
則
ハ
、

　
　
決
シ
テ
ナ
シ
。
（
句
読
点
は
筆
者
）

　
望
月
は
こ
う
反
論
す
る
。
古
来
東
洋
で
は
「
三
門
風
清
」
と
か
「
月
夜
咬
潔
」

と
言
う
た
め
に
月
を
白
く
描
く
の
で
あ
れ
ば
、
　
「
紅
顔
ノ
美
少
年
」
の
顔
は
紅

色
に
描
く
べ
き
だ
ろ
う
。
由
一
の
絵
の
白
い
陽
光
を
月
光
と
錯
覚
し
た
の
だ
ろ

う
が
、
諸
物
に
陰
影
が
あ
る
の
で
昼
間
の
は
ず
だ
。
も
し
そ
れ
が
月
夜
だ
と
言

う
な
ら
、
陰
影
の
奇
妙
さ
を
指
摘
す
べ
き
だ
っ
た
。
西
洋
で
は
月
を
白
く
描
く

と
い
う
法
則
な
ど
決
し
て
な
い
、
と
望
月
は
反
論
し
、
こ
う
続
け
る
。

　
　
又
日
光
ニ
ハ
白
色
ヲ
用
ヒ
ズ
ト
信
認
シ
乎
。
児
童
ノ
玩
弄
ス
ル
紙
鳶
豊
凶
、

　
　
浪
二
旭
日
ヲ
画
ク
ヲ
以
テ
、
日
光
ニ
ハ
白
色
ヲ
用
ヒ
ズ
ト
信
ゼ
シ
乎
。
抑

　
　
又
、
我
国
ノ
旗
章
ノ
旭
日
、
紅
色
ナ
ル
ニ
由
テ
、
斯
ク
ハ
盲
信
セ
シ
カ
。

　
　
何
レ
ナ
リ
ト
モ
、
笑
止
千
万
ノ
言
ナ
リ
。
凡
ソ
西
洋
ノ
画
法
二
於
テ
ハ
、

　
　
何
物
二
限
ラ
ズ
、
光
輝
ノ
甚
ダ
シ
キ
者
ニ
ハ
、
白
色
ヲ
用
ユ
ル
ナ
リ
。
其

　
　
故
ハ
、
各
種
ノ
顔
料
中
、
最
モ
光
線
ヲ
反
照
シ
テ
、
仁
者
ノ
眼
ヲ
射
ル
モ

　
　
ノ
ハ
、
白
色
ナ
リ
。
故
二
、
画
中
最
光
輝
ヲ
要
ス
ル
部
分
二
白
色
ヲ
用
ユ

　
　
ル
上
山
、
一
般
ノ
法
則
ナ
リ
。
彼
ノ
「
ポ
ー
ル
ベ
ロ
ニ
ー
ス
」
（
千
五
百

　
　
年
代
の
有
名
ノ
画
家
）
ノ
画
中
、
最
モ
輝
キ
タ
ル
雲
外
二
、
白
色
ヲ
用
ヰ

　
　
タ
ル
が
如
キ
、
今
二
衆
人
ノ
模
範
ト
ス
ル
所
也
。
（
句
読
点
は
筆
者
）

　
子
供
が
白
波
に
赤
い
朝
日
を
描
く
の
で
、
日
光
に
白
色
を
描
く
な
ど
と
は
思

わ
ず
、
国
旗
に
太
陽
を
赤
く
描
く
の
で
、
太
陽
は
赤
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
が
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
画
家
パ
ウ
ロ
・
ベ
ロ
ネ
ー
ゼ
が
最
も
輝
く
雲
の
端
を
白
色
で

描
い
た
こ
と
は
、
今
で
も
模
範
と
な
る
、
と
。

　
こ
こ
で
示
唆
さ
れ
る
ベ
ロ
ネ
ー
ゼ
の
絵
は
、
ア
ッ
カ
デ
ミ
ア
美
術
館
の
《
レ
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ヴ
ィ
家
の
キ
リ
ス
ト
》
か
も
し
れ
ず
、
そ
の
雲
の
端
は
白
い
が
、
そ
れ
は
太
陽

そ
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
説
明
通
り
に
解
釈
す
る
と
、
由
一
の
絵
は
背
後
に

隠
れ
た
太
陽
が
雲
を
白
く
輝
か
せ
た
図
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
白
が
太
陽
の

反
射
光
か
月
か
は
理
解
し
に
く
か
っ
た
は
ず
で
、
夜
か
昼
か
の
論
争
を
生
ん
だ

こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
同
時
に
、
夜
の
絵
の
描
き
方
ま
で
指
示
さ
れ
て
、
く

ど
い
論
戦
が
新
聞
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
の
筆
者
が
誰
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、

絵
具
知
識
の
豊
か
さ
か
ら
、
先
の
書
の
編
者
の
青
木
氏
は
青
淵
観
斎
、
望
月
、

日
下
緑
造
は
皆
、
由
一
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
筆
者
も
同
意
す
る
。

　
と
も
か
く
、
由
一
は
そ
の
異
常
で
偏
執
狂
的
と
も
思
え
る
怒
り
で
、
新
聞
に

偽
名
で
記
事
を
書
い
た
り
、
賞
牌
を
展
覧
会
場
に
こ
れ
み
よ
が
し
に
ぶ
ら
さ
げ

た
り
し
た
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
絵
に
月
夜
だ
と
す
る
審
査
員
評
は
誤
り
で
あ

る
と
酷
評
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
審
査
委
員
に
は
由
一
の
師
も
い
た
の
で
、

由
一
は
師
を
誹
耀
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
は
由
一
が
師
を
凌
駕
し
た
こ
と

の
表
明
で
も
あ
り
、
自
ら
優
れ
た
者
と
い
う
由
一
の
強
烈
な
芸
術
家
意
識
が
か

い
ま
見
ら
れ
る
。
夜
か
夕
方
か
の
識
別
が
で
き
ぬ
者
が
ど
う
し
て
審
査
員
を
つ

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
由
一
が
問
う
と
き
、
な
ぜ
私
の
作
品
は
二
等
で

あ
る
の
か
と
も
問
う
て
い
る
。
こ
の
怒
り
方
は
、
彼
が
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
の
絵

の
白
い
太
陽
の
例
を
知
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
西
洋
の
夜
景
の
表
現
の
仕
方

に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

一一

A
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
の
怒
り

　
由
一
と
お
ぼ
し
き
日
下
氏

は
、
例
を
挙
げ
て
、
夜
景
の
描

き
方
を
示
唆
し
た
が
、
由
一
は

夕
景
も
描
い
て
い
た
。
そ
れ
は

現
在
香
川
県
金
力
比
玉
砕
展
示

の
《
月
下
隅
田
川
》
（
図
3
）

で
あ
る
。
崇
敬
講
社
本
部
の
小

髭
用
に
描
い
た
そ
の
絵
は
明
治

＝
二
年
一
二
月
か
ら
明
治
一
四

年
一
月
中
旬
ま
で
の
金
力
比
羅

宮
滞
在
中
に
制
作
し
た
も
の
ら

し
い
が
（
6
V
、
そ
の
絵
の
内

容
が
月
下
の
夕
景
で
あ
る
こ
ど

か
ら
見
て
、
審
査
員
た
ち
を
椰

訳
す
べ
く
、
も
っ
と
後
に
描
い

た
可
能
性
を
考
え
て
も
み
た
く

も
な
る
。
果
た
し
て
由
一
が
こ

図3



31高橋由一とミケランジェロ

の
よ
う
な
隅
田
川
の
夜
景
を
写
生
も
せ
ず
に
金
力
比
離
宮
で
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

も
う
ひ
と
つ
の
資
料
は
、
『
高
橋
由
一
油
画
史
料
』
ニ
ー
三
五
に
お
け
る
明
治

＝
二
年
六
月
六
日
の
展
覧
会
雑
記
に
お
け
る
「
教
長
出
品
」
の
「
墨
陀
川
ノ
景
」

で
あ
る
。
そ
れ
が
二
点
の
《
月
下
隅
田
川
》
の
一
部
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な

い
が
、
そ
の
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
絵
は
一
八
八
○
年
制

作
に
な
る
。

　
一
見
し
て
浮
世
絵
を
思
わ
せ
る
そ
の
絵
に
は
、
隅
田
川
に
か
か
る
長
い
木
の
橋
、

薄
い
青
色
で
描
か
れ
た
家
々
の
並
ぶ
対
岸
、
黄
色
で
さ
ら
り
と
描
か
れ
た
連
な

る
提
灯
の
明
か
り
、
一
筆
の
黄
色
で
あ
っ
さ
り
と
描
か
れ
た
川
面
に
写
る
火
影

な
ど
が
見
え
る
．
そ
れ
ら
は
ま
さ
に
「
懇
懇
ノ
燈
火
細
漣
鳳
雛
ス
ル
ヲ
画
」
そ

の
も
の
で
あ
り
、
　
「
寒
色
ヨ
リ
組
成
ス
ル
夜
景
ノ
図
ノ
如
キ
ハ
、
必
ズ
燈
光
ヲ

画
テ
以
テ
、
総
力
平
均
ヲ
取
ル
」
も
の
で
あ
る
。
川
に
は
涼
を
と
る
舟
が
数
艘

浮
か
び
、
空
は
ま
だ
明
る
い
。
現
在
で
言
え
ば
夕
方
の
六
時
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
夕
景
は
日
本
的
な
情
趣
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
浮
世
絵
の
よ
う
な
こ
の
絵
が
油
彩
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
手
本

は
や
は
り
浮
世
絵
に
想
を
得
た
米
国
の
画
家
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
ノ
ク
タ
ー
ン
・

シ
リ
ー
ズ
の
ひ
と
つ
の
《
ノ
ク
タ
ー
ン
、
青
と
銀
色
の
チ
ェ
ル
シ
ー
》
（
図
4
）

あ
た
り
で
は
な
か
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
絵
は
一
八
七
一
年
に
描
か
れ
た
あ

と
す
ぐ
に
W
・
C
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
の
所
有
に
な
っ
た
（
一
九
七
二
年
に
遺

族
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ラ
リ
ー
に
寄
贈
し
、
現
在
、
テ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）
。

灘
欝
田

図4

し
た
が
っ
て
由
一
の
《
月
下
隅
田
川
》
よ
り
も
九
年
中
ど
以
前
の
作
品
で
あ
る
。

　
明
治
一
四
年
は
西
暦
一
八
八
一
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
英
国
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
ン
・
パ
ン
チ
』
の
絵
入
り
新
聞
は
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
ノ
ク
タ
ー
ン
の
絵
の
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話
題
に
沸
い
て
い
た
。
一
八
八
一
年
一
月
二
二
日
の
新
聞
の
挿
絵
で
は
（
7
）
、

妻
が
「
ノ
ク
タ
ー
ン
て
何
の
こ
と
？
」
聞
く
と
、
夫
は
「
夜
の
音
楽
み
た
い
な

も
の
じ
ゃ
」
と
言
う
。
妻
は
「
じ
ゃ
あ
、
あ
の
何
だ
か
わ
け
の
わ
か
ら
な
い
黒

と
黄
は
、
つ
ま
り

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜

の
キ
ャ
ロ
ル
の
こ

と
ね
」
と
答
え
る

の
で
あ
る
（
図
　
…
．
■
　
　
　
　
　
’
．
－
邸

5
）
。

　
こ
の
よ
う
に
ホ

イ
ッ
ス
ラ
ー
は
新

聞
で
有
名
に
な

っ
て
い
た
が
、
こ
の
ノ
ク
タ
ー
ン
の
話
題
の
発
端
は
一
八
七
八
年
（
明
治
＝
年
）

一
一
月
二
五
、
二
六
日
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
の
日
に
、
英
国
で
奇
妙
な
裁
判
が

は
じ
ま
っ
た
。
ラ
ス
キ
ン
は
グ
ロ
ス
ヴ
ェ
ナ
ー
画
廊
が
開
い
た
名
作
展
の
記
事

に
お
い
て
、
そ
こ
に
出
品
さ
れ
て
い
た
一
八
七
五
年
制
作
の
《
黒
と
金
色
の
ノ

ク
タ
ー
ン
、
落
下
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
》
に
対
し
て
、
「
こ
れ
ま
で
ロ
ン
ド
ン
子
の

ず
う
ず
う
し
さ
に
つ
い
て
多
く
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
て
き
た
が
、
公
衆
の
面

に
絵
の
具
の
壷
を
投
げ
付
け
て
二
〇
〇
ギ
ニ
ー
も
要
求
す
る
伊
達
男
の
話
を
聞

く
な
ぞ
予
想
も
し
な
か
っ
た
」
と
書
簡
集
『
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
こ
ん
棒
の
不
意
打

ち
（
フ
ォ
ル
ス
・
ク
ラ
ヴ
ィ
ジ
ェ
ラ
）
幅
に
お
い
て
二
項
し
た
（
8
）
。

　
自
意
識
過
剰
な
画
家
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
、
ラ
ス
キ
ン
の
酷
評
に
対
し
て
裁
判

に
訴
え
た
。
裁
判
で
は
、
法
務
長
官
の
サ
ー
・
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
カ
ー
が
「
あ
の

ノ
ク
タ
ー
ン
を
描
き
あ
げ
る
の
に
ど
の
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
か
」
と
た
ず
ね
た
。

「
二
日
で
す
」
と
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
答
え
た
。
「
で
は
二
日
間
の
労
働
に
二
百

ギ
ニ
ー
を
要
求
な
さ
る
の
で
す
な
」
と
法
務
長
官
は
た
ず
ね
た
。
「
い
や
、
私

は
一
生
を
か
け
た
蓄
積
に
た
い
し
て
、
そ
れ
を
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
す
」
と

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
答
え
た
。
結
局
、
英
国
を
沸
か
し
た
長
い
裁
判
で
辛
う
じ
て

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
勝
訴
に
な
り
、
ラ
ス
キ
ン
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
美
術
部

教
授
を
辞
職
し
た
（
9
）
。
か
く
し
て
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
裁
判
で
有
名
に
な
り
、

一
八
八
一
年
当
時
、
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
パ
ン
チ
』
の
読
者
層
拡
大
の
た
め

の
好
都
合
な
画
家
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
の
ち
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
の
絵
が
評
判
を
呼
び
覚
ま
し
た
。
裁
判
に
勝
っ
た
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
は
裁
判

費
用
を
工
面
す
る
た
め
に
七
九
年
九
月
か
ら
八
○
年
に
か
け
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア

で
《
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
島
》
、
エ
ッ
チ
ン
グ
・
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト
の
《
縦
長

判
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
》
を
仕
上
げ
、
そ
れ
ら
を
展
示
し
た
と
き
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
は
再
び
こ
の
画
家
を
椰
楡
の
対
象
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
一
年
二
月
一
二
日
の
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
パ
ン
チ
』
に
は
ホ
イ
ッ

ス
ラ
ー
作
の
五
枚
の
油
彩
画
を
模
し
た
素
描
版
画
（
図
6
、
7
、
8
）
を
掲
載
し
、

そ
の
雰
囲
気
を
簡
潔
な
が
ら
的
確
に
伝
え
、
展
覧
会
に
お
け
る
五
〇
枚
以
上
の
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図6

図7

絵
に
つ
い
て
の
短
評
を
添
え
た
（
四
。

ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
絵
の
一
枚
一
枚
は

茶
化
さ
れ
る
。
そ
の
ノ
ー
ト
を
と
っ

た
よ
う
な
絵
は
自
分
の
と
こ
ろ
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
て
お
く
こ
と
も
で
き
ず
、
ホ
イ
ッ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

ス
ラ
ー
は
そ
れ
を
寛
大
に
も
大
衆
に

展
示
し
、
旅
行
者
に
「
誇
り
の
海
」

た
る
ヴ
ェ
ニ
ス
旅
行
に
行
く
気
を
く

じ
く
つ
も
り
だ
、
と
か
、
ゴ
ン
ド
ラ

を
描
い
た
一
コ
口
ま
る
で
き
れ
い
に
す
べ
く
寝
室
の
外
に
お
か
れ
た
靴
の
よ
う

だ
と
批
評
さ
れ
る
。

一 一
藺　　■

荘
5

曹

蛉　F

　
こ
の
よ
う
に
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
直
前
の
英
国
で
は
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
が
．
「
ノ

ク
タ
ー
ン
」
シ
リ
ー
ズ
と
自
ら
の
言
行
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
時
代
の

新
し
い
芸
術
家
を
演
じ
て
い
た
と
き
、
由
一
の
絵
の
教
師
．
友
人
に
英
国
人
の

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
グ
マ
ン
が
い
た
。
こ
の
英
国
人
は
『
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・

ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
』
の
特
派
員
と
し
て
一
八
六
一
年
に
来
日
し
、
自
ら
横

浜
で
興
し
た
新
聞
『
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ン
チ
』
に
挿
絵
を
い
れ
て
販
売
し
て
い
た

（
1
1
）
。
日
本
に
い
た
英
国
出
身
の
漫
画
家
に
し
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ワ
ー

グ
マ
ン
が
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
こ
と
を
知
ら
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
、
知
っ
て

い
て
い
も
弟
子
の
由
一
に
こ
の
情
報
を
教
え
な
い
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
。
し
か
も
、
も
し
ホ
イ
ッ
ス
ラ
i
的
画
風
を
も
つ
油
彩
画
の
《
月
下
隅
田
川
》

が
一
八
八
○
年
の
六
月
以
前
に
描
か
れ
て
い
た
な
ら
、
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
こ
と

を
由
一
は
強
く
意
識
し
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
ン
・
パ

ン
チ
』
の
滑
稽
な
記
事
は
椰
楡
の
仕
方
を
教
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
「
古
来
文

人
が
、
月
は
白
く
風
は
清
い
と
か
、
月
夜
は
較
潔
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、

白
い
空
に
月
が
あ
る
と
信
じ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
な
ら
紅
顔
の
美
少
年
と

言
う
と
き
、
紅
梅
の
よ
う
に
紅
い
顔
色
を
描
か
ざ
る
を
え
な
い
で
は
な
い
か
」
と
、

由
一
は
審
査
委
員
た
ち
の
見
識
を
椰
楡
し
滑
稽
化
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
に
新
聞
で
権
威
を
戯
画
化
す
る
ウ
イ
ッ
ト
を
由
一
に
教
え
た
の
は
ワ

ー
グ
マ
ン
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
批
判
精
神
は
由
一
に
権
威
に
挑
戦
す

る
芸
術
家
と
い
う
理
念
を
啓
示
し
た
は
ず
で
あ
る
。
由
一
は
油
彩
画
に
お
い
て
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近
代
化
を
す
す
め
た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
精
神
に
お
い
て
も
近
代
的
な
批
判
力

を
や
し
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
念
は
の
ち
に
見
る
よ
う
に
、

由
一
の
画
塾
が
前
年
出
版
し
た
美
術
雑
誌
が
紹
介
し
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
レ

オ
ナ
ル
ド
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
記
事
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

三
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
『
臥
遊
席
珍
』

　
由
一
は
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
「
ノ
ク
タ
ー
ン
」
シ
リ
ー
ズ
に
ま
つ
わ
る
裁
判
を

知
り
、
芸
術
家
が
新
聞
を
批
評
に
活
用
す
る
術
を
も
習
得
し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
よ
う
な
行
為
に
由
一
を
走
ら
せ
た
の
は
、
近
代
の
芸
術
家
意
識
に
火
を
つ

け
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
だ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
由
一
は
、
息
子
の
源
吉
を
主
幹
と
し
て
美
術
雑
誌
『
落
窪
席
珍
』
（
白
受
社
）

を
発
行
し
、
明
治
一
三
年
四
月
二
七
日
の
第
．
一
号
か
ら
、
五
月
｝
五
日
の
第
二
号
、

六
月
二
五
日
の
第
三
号
、
七
月
二
五
日
の
第
四
号
へ
と
矢
継
ぎ
早
に
出
し
た
が
、

八
月
七
日
の
第
五
号
で
金
銭
上
の
都
合
の
た
め
か
終
刊
に
し
た
（
1
2
）
。
そ
の

第
二
号
に
は
「
ミ
ケ
ラ
ン
ヂ
定
論
ー
姓
ボ
ナ
ル
ー
チ
i
伊
太
利
國
ノ
人
ナ
リ
」

の
記
事
が
載
る
。
そ
れ
は
日
本
初
の
本
格
的
な
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
略
伝
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
典
拠
も
著
者
名
も
な
い
が
、
略
伝
と
照
合
し
て
、
そ
れ
は
ル
イ
ジ
・

ラ
ン
ツ
ィ
（
一
七
三
二
」
一
八
一
〇
）
が
一
七
九
五
年
か
ら
九
六
年
に
か
け
て

著
わ
し
た
『
イ
タ
リ
ア
美
術
史
』
第
一
巻
の
部
分
直
訳
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す

る
（
1
3
）
。
微
妙
な
言
葉
の
綾
の
不
理
解
、
人
名
を
聖
堂
名
と
誤
解
す
る
こ
と

な
ど
あ
る
が
、
↓
応
よ
く
で
き
た
訳
で
あ
る
。
原
著
で
は
ラ
ン
ツ
ィ
が
一
人
称

の
主
語
で
あ
る
が
、
訳
者
は
ま
る
で
ラ
ン
ツ
ィ
の
著
書
を
参
考
に
し
て
書
い
た

か
の
よ
う
に
、
三
人
称
で
「
ラ
ン
ジ
ー
氏
曰
く
」
と
訳
す
。
そ
の
↓
例
を
「
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
ー
ボ
ナ
ロ
チ
ー
略
伝
」
（
三
）
の
一
部
を
読
み
や
す
く
平
仮
名

に
し
て
句
読
点
を
い
れ
て
読
ん
で
み
よ
う
。

　
　
ラ
ン
ジ
ー
氏
曰
く
、
［
（
直
訳
す
る
と
）
し
か
し
な
が
ら
私
は
］
ア
ル
バ

　
　
ー
ニ
ー
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
ー
氏
の
功
業
を
評
す
る
に
、
最
も
公
平
な
り

　
　
と
思
考
す
。
何
と
な
れ
ば
、
ア
ル
バ
！
二
氏
は
現
今
の
稻
す
る
忠
庵
の
三

　
　
大
家
な
る
チ
ン
ヤ
ノ
、
ラ
フ
エ
ロ
、
コ
ル
レ
ジ
ヲ
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
ー

　
　
氏
を
加
え
て
四
大
家
と
し
、
且
つ
氏
は
形
躰
等
に
至
っ
て
は
、
返
て
此
の

　
　
三
大
家
に
超
越
す
る
こ
と
あ
り
と
評
せ
し
こ
と
あ
れ
ば
な
り
。
我
輩
は
信

　
　
じ
ず
。
も
し
氏
の
他
の
大
家
の
如
く
、
彩
色
の
美
麗
を
嗜
好
せ
ば
、
必
ず

　
　
他
の
大
家
の
如
く
、
一
世
の
喝
采
を
得
べ
し
。
何
ぞ
氏
の
華
麗
を
好
み
、

　
之
を
為
さ
ん
と
欲
し
て
為
し
得
ざ
る
の
理
あ
ら
ん
や
。
只
氏
の
之
を
嗜
好

　
　
せ
ざ
り
し
に
因
る
べ
し
。
今
之
を
例
せ
ん
に
、
氏
の
「
シ
ス
テ
ン
チ
ャ
ペ

　
　
ル
」
に
書
き
し
「
イ
ブ
」
造
物
主
に
謝
す
る
の
状
は
、
躰
格
彩
色
等
美
麗

　
壮
華
に
し
て
、
人
を
し
て
、
驚
感
せ
し
む
る
に
足
る
も
の
あ
り
。
閉
れ
氏

　
　
の
華
麗
を
な
し
能
ふ
の
一
面
な
ら
ず
や
。

　
　
O
ω
ω
①
署
。
葺
舅
冨
3
2
「
≧
げ
雪
凶
お
ω
①
σ
q
言
ω
量
”
巴
σ
q
「
碧
山
巴
8
巳

　
≦
。
冨
9
α
q
⑦
5
。
ユ
尻
晋
ω
。
口
。
昌
9
霊
昌
9
三
巴
岩
剛
ぎ
昼
。
。
ヨ
8
ひ
q
α
q
剛
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亀
貯
目
。
語
口
目
国
三
謹
耳
目
需
「
ε
碧
8
も
葭
①
ロ
ユ
o
m
q
旨
6
冨
ロ
。
臣

　
　
誉
§
£
§
ミ
§
騨
閑
臥
厨
巴
9
巴
9
話
ひ
自
選
6
↓
旺
き
。
寡
。
・
。
ぎ

　
　
巨
§
（
】
〈
配
く
．
自
．
b
の
課
）
．
国
ρ
巳
崔
。
臣
0
9
邑
9
0
器
腎
ユ
。
匡
。
話

　
　
ρ
器
讐
巴
甑
ω
8
R
巳
る
讐
聾
8
冨
ゐ
躍
聲
巳
ぎ
崔
ρ
朋
8
需
駐
巨
陰
①
学

　
　
玖
Q
隅
。
唯
＆
艮
0
8
ヨ
§
0
9
0
8
昌
8
き
ω
8
ω
器
昌
。
げ
匹
。
墨
ら
。
噸
甲

　
　
鼠
9
。
丁
目
”
卍
巴
餌
罫
ユ
。
匡
ω
尻
巨
9
。
▼
o
冨
躍
g
o
巳
。
巴
自
8
ω
ぞ
。
㎡
o
巴

　
　
。
・
ぎ
〉
儒
8
「
ρ
o
ロ
晋
量
0
8
昌
ω
凶
げ
巴
、
聾
P
㊥
8
。
。
覧
①
畳
櫛
量
。
臼

　
　
昌
。
昌
醇
8
旨
0
9
巨
ω
馨
9
0
色
露
ぎ
．

　
こ
の
ラ
ン
ツ
ィ
の
訳
文
は
最
初
か
ら
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
「
華
麗
さ
」
に
お

い
て
も
、
他
の
画
家
に
劣
ら
ぬ
こ
と
を
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
画
の
《
エ

ヴ
ァ
の
創
造
》
を
例
に
あ
げ
て
証
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
裸
体
画
が
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
す
で
に
工
部
美
術
学
校
に
お
い
て
は
、
裸
体

像
の
《
踊
る
牧
神
》
（
大
理
石
彫
刻
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
考
古
博
物
館
）
と
《
神

の
像
》
（
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
、
ウ
フ
ィ
ツ
ィ
美
術
館
）
の
原
寸
大
の
石
膏
模
造
を

見
て
デ
ッ
サ
ン
す
る
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
裸
体
像
の
大
家
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
が
彫
刻
・
絵
画
・
建
築
を
こ
な
す
大
芸
術
家
で
あ
る
こ
と
は
重
要
な

意
味
を
も
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
ず
冒
頭
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
。

　
　
［
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
］
ビ
ン
シ
ー
［
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ピ
ン
チ
］
の

　
　
如
き
幼
よ
り
才
学
非
凡
に
し
て
、
且
つ
能
辮
な
り
。
ド
メ
ニ
コ
・
ヂ
ル
ラ

　
　
ン
ヂ
ヲ
［
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
］
を
師
と
し
て
豊
を
學
ぶ
。
ビ
ン
シ
ー
の
如

　
　
き
美
貌
を
具
せ
ざ
る
ど
も
、
其
の
精
神
は
最
も
勇
敢
に
し
て
宏
量
な
り
し

　
　
か
。
故
に
、
能
く
三
大
官
術
の
奥
義
を
得
た
り
。
即
ち
豊
圖
、
彫
刻
、
建

　
　
築
の
三
學
に
し
て
、
倶
に
、
精
妙
を
究
め
｝
人
に
て
該
［
か
］
ね
く
る
學

　
　
術
と
は
思
わ
れ
ず
。
ビ
ン
シ
ー
と
同
じ
く
、
身
重
（
わ
ず
V
か
に
弱
冠
に

　
　
及
ん
で
、
其
の
更
更
、
既
に
師
に
超
越
す
る
に
至
れ
り
。
師
は
氏
［
ミ
ケ

　
　
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
］
が
若
齢
に
し
て
最
上
の
地
位
に
進
む
を
暗
に
娼
嫉
し
、
そ

　
　
の
弟
子
の
べ
ネ
ト
ツ
ト
［
ダ
ヴ
ィ
ド
］
を
し
て
仏
蘭
西
に
留
学
せ
し
め
た

　
　
り
。
而
て
、
氏
の
驚
く
べ
き
才
力
あ
る
を
畏
れ
て
、
師
は
多
く
意
を
彫
刻

　
　
術
に
注
ぎ
た
り
と
。
同
國
の
貴
族
に
ロ
レ
ン
ヅ
［
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
イ
ル
・

　
　
マ
ニ
フ
ィ
コ
］
な
る
者
あ
り
。
彫
刻
術
の
衰
頽
せ
る
を
小
寄
手
し
、
大
理

　
　
石
に
て
造
り
し
古
代
の
彫
刻
物
を
セ
ン
ト
マ
ー
ク
（
寺
院
の
名
）
　
［
サ
ン
・

　
　
マ
ル
コ
］
の
近
傍
な
る
荘
園
［
彫
刻
庭
園
］
中
に
鴬
唇
し
、
其
の
監
守
を

　
　
ド
ナ
テ
ロ
の
門
人
ベ
ル
ト
ロ
ッ
ト
［
ベ
ル
ト
ル
ド
］
に
委
託
す
。
而
て
ロ

　
　
レ
ン
ヅ
よ
り
ヂ
ル
ラ
ン
ヂ
オ
に
彫
刻
を
能
く
す
る
妙
年
の
者
を
請
う
。

ラ
ン
ツ
ィ
の
『
イ
タ
リ
ア
美
術
史
』
は
一
七
九
六
年
か
ら
九
七
年
に
か
け
て

書
か
れ
、
再
版
が
一
八
＝
二
年
に
出
版
さ
れ
た
。
筆
者
が
参
考
に
し
て
い
る
の

は
一
八
［
八
年
の
第
四
版
で
あ
る
が
、
『
多
寄
席
珍
』
出
版
は
西
暦
一
八
八
○

年
で
あ
る
か
ら
、
四
丁
以
降
六
九
年
目
に
相
当
す
る
。

　
『
臥
遊
席
珍
』
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
略
伝
」
は
冒
頭

か
ら
そ
の
内
容
が
豊
か
で
あ
る
。
出
身
地
が
語
ら
れ
た
の
ち
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
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ロ
は
レ
オ
ナ
ル
ド
同
様
、
幼
少
よ
り
「
才
藝
非
凡
に
し
て
、
且
つ
能
辮
な
り
」

と
天
童
神
話
が
語
ら
れ
る
。
写
実
が
基
準
で
あ
る
か
ら
、
若
い
芸
術
家
の
能
力

は
判
定
で
き
る
が
、
そ
こ
に
偉
大
な
芸
術
家
は
能
弁
で
、
同
時
に
［
ラ
ン
ツ
ィ

は
述
べ
な
い
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
に
］
能
弁
と
い
う
命
題
が
加
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
つ
ぎ
の
命
題
を
み
ち
び
き
だ
す
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
師
ド
メ
ニ
コ
・

ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
（
一
四
四
九
－
一
四
九
四
）
の
も
と
で
絵
を
学
ぶ
が
、
「
ビ

ン
シ
ー
の
如
き
美
貌
を
具
せ
ざ
る
ど
も
、
其
の
精
神
は
最
も
勇
敢
に
し
て
、
宏

量
な
り
し
か
」
と
書
か
れ
る
と
き
、
偉
大
な
芸
術
家
は
能
弁
で
、
同
時
に
［
ラ

ン
ツ
ィ
は
述
べ
な
い
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
に
］
醜
い
と
い
う
命
題
が
加
え

ら
れ
る
が
、
『
臥
定
席
珍
』
は
、
ラ
ン
ツ
ィ
同
様
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
醜
さ

の
意
味
を
解
説
し
な
い
。
実
際
は
こ
う
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。

　
若
い
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
マ
サ
ッ
チ
ョ
［
『
臥
遊
郭
珍
』
で
は
寺
の
名
前
と

誤
解
さ
れ
る
］
の
絵
を
模
写
し
た
と
き
、
兄
弟
子
の
ト
ッ
リ
ジ
ャ
ー
ノ
の
下
手

な
絵
を
笑
っ
た
た
め
に
、
拳
骨
で
鼻
を
つ
ぶ
さ
れ
て
醜
い
顔
に
な
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
メ
デ
ィ
チ
家
庭
園
が
ま
だ
学
校
制
度
を
と
っ
て
い
ず
、
安
全
弁
が
な
か
っ

た
の
で
無
能
な
兄
弟
子
に
有
能
な
若
者
が
い
じ
め
ら
れ
た
の
だ
と
。
ヴ
ァ
ザ
ー

リ
は
『
美
術
家
列
伝
』
に
お
い
て
学
校
制
度
の
素
晴
ら
し
さ
を
喧
伝
す
る
た
め
に
、

こ
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
醜
さ
を
強
調
し
て
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
は

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
に
あ
る
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
そ
の
屈
辱
を
晩
年
に
回
想
し

た
と
き
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
自
分
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
よ
う
に
醜
く
、
ソ
ク

ラ
テ
ス
の
よ
う
に
能
弁
で
あ
る
と
弟
子
の
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
（
一
五
五
三
年
の
『
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
伝
』
）
に
語
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
醜
い
は
、
事
実
の

説
明
だ
け
で
な
く
能
弁
の
説
明
で
も
あ
る
。
偉
大
な
芸
術
家
の
顔
は
醜
い
が
雄

弁
で
あ
る
。
由
一
も
ま
た
自
分
の
顔
を
デ
ッ
サ
ン
し
た
が
、
醜
さ
の
説
明
が
『
臥

遊
席
珍
』
に
な
い
た
め
に
、
由
一
が
自
分
は
醜
い
と
思
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
。

　
こ
の
、
、
、
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
醜
さ
は
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
著
『
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
伝
』
再
版
で
も
っ
と
明
確
に
さ
れ
た
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
念
頭
に

は
若
い
こ
ろ
自
分
を
発
見
し
て
く
れ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
実
質
的
な
支
配
者
ロ

レ
ン
ツ
ォ
豪
華
公
と
、
彼
の
も
と
で
学
ん
だ
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
哲
学
が
あ
っ
た
。

プ
ラ
ト
ン
の
『
饗
宴
』
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
か
ら
醜
い
牧
神
の

よ
う
だ
と
か
ら
か
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
牧
神
の
醜
さ
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
比
喩
、

す
な
わ
ち
哲
学
者
の
比
喩
に
な
り
、
哲
学
者
は
ま
さ
に
酒
や
踊
り
が
好
き
な
醜

い
顔
の
牧
神
の
比
喩
で
伝
統
的
に
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
顔
が
醜
い

ロ
レ
ン
ツ
ォ
豪
華
公
は
プ
ラ
ト
ン
哲
学
を
信
奉
し
、
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
雰
囲
気

を
サ
ン
．
マ
ル
コ
修
道
院
横
の
彫
刻
庭
園
や
宮
殿
中
庭
で
再
現
し
、
そ
こ
で
プ

ラ
ト
ン
祭
を
お
こ
な
っ
て
い
た
（
1
4
）
。
そ
こ
で
学
ん
だ
知
識
を
老
人
に
な
っ

て
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
芸
術
家
の
神
話
に
つ
く
り
か
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
臥
遊
席
珍
』
二
号
に
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
の
関
連
に
つ

い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
芸
術
家
に
つ
い
て
の
示
唆
は
『
臥
遊
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席
書
』
二
号
の
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
記
事
に
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
プ
ラ
ト
ン
著
『
パ

イ
ド
ン
』
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
の
油
彩
《
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
死
》
へ
の
言
及
で
あ
る
。

　
そ
の
記
事
に
よ
る
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
栄
光
を
思
い
、
お
抱

え
の
画
家
ダ
ヴ
イ
ツ
ド
の
絵
を
美
術
館
に
収
め
よ
う
と
す
る
。
ト
リ
ュ
ー
デ
ン

ト
氏
が
所
有
す
る
「
ソ
ク
ラ
ー
ト
（
希
腫
紀
元
四
百
七
十
年
間
の
名
高
き
道
学
者
）

の
死
態
を
写
せ
る
名
品
」
を
「
銀
貨
三
十
万
フ
ラ
ン
（
凡
そ
本
邦
の
金
五
万
七

千
九
百
圓
に
相
塾
す
）
」
を
与
え
て
買
い
戻
そ
う
と
し
た
が
、
ト
リ
ュ
ー
デ
ン

ト
は
「
曲
れ
金
銀
を
以
て
去
り
難
し
」
と
答
え
た
の
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
「
然

ら
ば
朕
が
権
力
を
以
て
之
を
得
べ
し
」
と
宣
告
し
た
が
、

　
　
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
氏
出
で
て
、
之
を
止
め
し
か
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
宣
告
を
廃

　
　
し
、
且
つ
曰
く
。
芝
煮
朕
が
良
友
よ
、
朕
が
意
、
誠
に
理
な
し
。
抑
も
卿

　
　
が
欲
す
る
所
は
何
物
ぞ
。
朕
は
唯
佛
國
の
藝
誉
に
志
し
、
博
物
館
に
藏
む

　
　
る
に
卿
が
奇
作
を
以
て
せ
ん
と
欲
す
る
の
み
。
然
れ
ど
も
卿
が
精
妙
人
を

　
　
し
て
其
所
有
を
惜
ま
し
む
る
に
至
る
は
朕
が
深
く
感
ず
る
所
な
り
と
、
其

　
　
翌
日
ダ
ヴ
ィ
ー
ド
氏
に
賜
ふ
に
レ
ヂ
ロ
ン
ド
、
ヌ
ー
ル
［
レ
ジ
ョ
ン
・
ド

　
　
ヌ
ー
ル
勲
章
］
に
叙
す
る
詔
書
と
バ
ロ
ン
の
位
記
と
を
も
っ
て
す
。

と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
美
術
館
を
つ
く
る
た
め
に
、
ダ
ヴ

ィ
ッ
ド
の
作
品
を
入
手
し
よ
う
と
し
て
、
画
家
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
諌
め
ら
れ
て
入

手
に
失
敗
し
た
話
で
あ
る
。
ダ
ヴ
ィ
ド
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
を
諌
め
る
偉
大
な
画
家

と
証
明
さ
れ
る
が
、
同
時
に
こ
の
話
は
、
美
術
館
設
立
が
国
家
的
な
事
業
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
て
も
い
る
。
こ
の
関
連
に
お
い
て
、
由
一
の
美
術
館
設
立
構

想
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
画
家
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
と
の
関
係
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
略
伝
で
は
、

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
と
ロ
レ
ン
ツ
ォ
豪
華
公
と
の
関
係
に
比
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
に
か
く
偉
大
な
芸
術
家
は
偉
大
な
政
治
家
に
評
価
さ
れ
る
と
い
う
古
典
的
な

芸
術
家
の
物
語
が
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
芸
術
家
が
偉
大
で
あ
り
う
る
の
は
、

芸
術
批
評
の
基
準
点
が
、
科
学
と
同
じ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
近
代
化
は
芸
術
に
お
い
て
も
科
学
に
お
い
て
も
歩
調
を
同
じ
く
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
の
基
準
が
写
実
で
あ
る
こ
と
は
、
天
童
が
師
を
凌
駕
す
る

話
で
明
ら
か
で
あ
る
。
『
詐
聴
席
珍
』
二
号
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
略
伝
に
は
、

偉
大
な
芸
術
家
は
師
や
先
人
を
凌
駕
す
る
、
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
若
い
ミ
ケ

ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
技
能
が
師
ド
メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
か
ら
嫉
妬
さ
れ
る
と

い
う
話
の
典
拠
は
、
コ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
著
『
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
伝
記
』
で
あ
る
。

老
い
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
自
分
の
天
童
神
話
を
つ
く
る
べ
く
、
弟
子
の
コ
ン

デ
イ
ヴ
イ
に
そ
う
語
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
『
美
術
家
列
伝
』
第

三
部
に
は
ド
メ
ニ
コ
・
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
と
そ
の
弟
た
ち
と
、
ド
メ
ニ
コ
の
息

子
リ
ド
ル
フ
ォ
（
一
四
八
三
－
一
五
六
一
）
に
つ
い
て
の
伝
記
が
あ
る
。
ド
メ

ニ
コ
の
弟
は
ダ
ヴ
ィ
ド
（
一
四
五
ニ
ー
一
五
二
五
）
と
ベ
ネ
デ
ッ
ト
（
一
四
五
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八
一
一
四
九
七
）
で
あ
る
。
ベ
ネ
デ
ッ
ト
は
実
際
に
フ
ラ
ン
ス
に
赴
い
た
が
、

ダ
ヴ
ィ
ド
が
フ
ラ
ン
ス
に
行
っ
た
と
い
う
報
告
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
は
わ
ざ
と
そ
の
話
を
混
同
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ベ
ネ
デ
ッ
ト
に
は
放

浪
癖
が
あ
り
、
兄
の
言
に
は
し
た
が
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
が
フ
ラ
ン

ス
に
赴
い
た
の
が
兄
の
生
存
中
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
師
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
ヨ
が
自
分
を
い
じ
め
た
と
、
コ
ン

デ
ィ
ヴ
ィ
に
色
々
と
語
っ
た
。
師
が
自
ら
収
集
し
た
素
描
帖
を
師
か
ら
見
せ
て

も
ら
え
ず
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
師
の
留
守
中
に
素
描
だ
け
で
な
く
、
し
み
ま

で
そ
っ
く
り
写
し
、
そ
の
模
写
と
本
物
を
す
り
か
え
た
が
、
師
は
そ
の
こ
と
に

気
づ
か
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
が
あ
り
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
は
友
人
の
グ
ラ
ナ
ッ
チ
に
連
れ
ら
れ
て
、
ロ
レ
ン
ツ
ォ
豪
華
公
が
開
い
た
い

わ
ば
彫
刻
学
校
の
よ
う
な
所
に
行
き
、
そ
こ
で
《
牧
神
》
の
顔
を
彫
刻
し
、
ロ

レ
ン
ツ
ォ
豪
華
公
に
才
能
を
発
見
さ
れ
た
、
と
語
っ
た
。
こ
う
し
て
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
は
自
ら
の
芸
術
家
と
し
て
の
出
発
点
は
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
で
は
な
く
、

ロ
レ
ン
ツ
ォ
豪
華
公
の
も
と
で
起
こ
っ
た
と
暗
示
す
る
の
で
あ
る
。

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
ギ
ル
ラ
ン
ダ
イ
オ
の
も
と
で
見
せ
た
天
童
ぶ
り
は
由
一

に
よ
っ
て
模
倣
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
由
一
は
当
時
で
は
老
人
の
五

四
歳
に
な
り
か
け
て
い
た
が
、
正
確
に
言
え
ば
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
同
様
に
年

を
と
っ
て
か
ら
（
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
七
五
歳
の
と
き
）
、
自
ら
の
画
才
が
師

を
凌
駕
し
た
と
、
宣
言
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
師
を
凌
駕
す
る
と
い

う
古
典
的
な
話
が
、
由
一
に
師
の
川
上
冬
崖
を
凌
駕
し
た
と
い
う
宣
言
さ
せ
る

と
き
、
由
一
は
ま
る
で
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
よ
う
で
も
あ
る
。

四
、
進
化
論
と
怒
り

　
こ
こ
で
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
の
絵
を
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
由
㎝
の
絵
と
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
話
は
ど
こ
で
つ
な
が
る
の
か
考
え
て
み
よ
う
。
由
一
が
審
査

委
員
を
酷
評
し
た
の
は
、
由
一
の
絵
が
夕
方
か
夜
か
判
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
あ
る
。
審
査
委
員
た
ち
は
、
空
は
青
く
、
太
陽
は
黄
色
か
赤
で
描
く
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
一
方
、
由
一
は
一
刻
一
刻
の
時
間
の
動
き
を
リ
ア
ル
に
描
く
た

め
に
、
見
え
た
通
り
に
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
ホ
イ
ッ
ス
ラ
ー
が
裁
判
で
主
張

し
て
い
た
こ
と
も
、
そ
う
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
先
立
つ
『
臥
遊
席
珍
』
の
中
の
記
事
に
は
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ア
イ
ク

が
揮
発
性
の
あ
る
ア
マ
酔
筆
を
つ
か
っ
て
油
彩
画
を
つ
く
り
あ
げ
た
と
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
由
一
自
身
も
油
絵
を
つ
く
る
材
料
ま
で
詳
し
く
検
討
し
た
。

明
治
一
〇
年
ご
ろ
、
由
一
は
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
邸
を
訪
問
し
た
だ
け
で
な
く
、

明
治
＝
年
に
東
京
大
学
教
授
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
宿
舎
を

明
治
一
二
年
こ
ろ
訪
れ
、
油
彩
画
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
た
（
1
5
）
。
由
一
は
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
つ
か
ま
え
最
新
の
洋
画
の
情
報
を
あ
つ
め
て
い
た
。

　
『
黒
雲
席
珍
』
第
三
号
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
の
著
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
「
西
書

ノ
部
」
に
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。
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美
術
な
る
も
の
は
不
文
蒙
昧
な
る
時
世
に
於
て
す
ら
、
猶
、
夙
に
其
効
用

を
呈
し
、
人
を
以
て
貴
ふ
葺
き
の
乱
落
と
な
せ
し
と
錐
、
之
を
挑
獲
し
て
、

之
を
保
護
し
、
之
を
尊
敬
す
る
か
如
き
は
、
全
く
文
明
の
世
、
開
化
の
時

に
死
せ
ざ
れ
ば
能
は
る
へ
し
。
…
…
只
禽
獣
魚
介
を
捕
ら
え
て
以
て
其
食

に
あ
て
、
草
卉
樹
木
を
裁
り
て
脚
か
家
屋
を
建
築
す
る
等
唯
飢
寒
を
防
護

す
る
の
み
を
専
務
と
せ
し
を
以
て
、
精
神
の
改
良
、
進
歩
、
為
に
遅
鈍
と

な
り
。
従
て
美
術
も

亦
、
進
前
す
る
こ
と

な
か
り
し
は
、
事
情

の
然
ら
し
む
る
庭
に

し
て
、
亦
當
然
の
こ

と
た
り
。
而
し
て
社

會
の
進
歩
に
従
て
日

常
の
勉
働
を
慰
乱
す

る
為
に
供
す
る
の
事

業
を
起
し
、
大
に
其

勉
強
力
を
増
加
す
る

こ
と
に
着
意
し
、
乃

ち
高
尚
に
し
て
且
つ

能
く
精
神
を
喜
悦
せ

図9

　
　
し
む
へ
き
事
業
、
即
ち
美
術
を
以
て
社
會
の
緊
要
物
と
す
る
に
至
れ
り
。

　
こ
う
述
べ
た
の
ち
エ
ジ
プ
ト
美
術
の
発
達
が
語
ら
れ
て
、
そ
の
あ
と
「
油
絵

の
肖
像
画
」
が
語
ら
れ
、
さ
ら
に
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
ー
の
略
伝
」
三
部
へ
と

続
く
。
そ
の
略
伝
で
は
日
本
で
初
め
て
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
の
《
カ
ッ
シ
ナ

の
戦
い
》
の
画
稿
（
カ
ル
ト
ー
ン
）
の
模
写
（
図
9
）
を
掲
載
し
、
し
か
も
そ

の
画
稿
の
散
逸
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
断
片
の
影
響
に
つ
い
て
触
れ
る
。
こ
こ

で
も
ま
ず
写
実
が
問
題
に
な
る
。

　
　
ヒ
ン
シ
ー
の
豊
と
競
ひ
て
ピ
ザ
［
ピ
サ
］
の
戦
を
書
き
た
る
大
圖
は
實
に

　
　
驚
く
に
堪
へ
た
る
貴
重
の
多
額
な
り
し
と
云
ふ
マ
リ
ッ
ト
氏
の
云
く
。
ヒ

　
　
ン
シ
ー
氏
の
書
く
所
は
こ
の
書
圖
の
基
礎
と
な
り
し
も
の
な
る
も
、
ミ
ケ

　
　
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
ー
氏
は
反
て
之
に
超
過
［
凌
駕
］
し
た
り
と
。
氏
が
こ
の
戦

　
　
董
圖
に
武
具
を
着
せ
し
人
を
書
き
し
の
み
な
ら
ず
、
之
に
加
る
に
前
軍
は

　
　
既
に
敵
軍
と
交
戦
し
、
ま
た
数
多
く
の
兵
士
ア
ル
ノ
ー
河
に
て
水
浴
中
敵

　
　
軍
と
戦
を
交
へ
し
こ
と
を
聞
き
、
疾
急
に
武
具
を
着
シ
、
或
は
、
水
中
よ

　
　
り
岸
に
昇
ら
ん
と
す
る
の
状
を
別
け
り
（
今
こ
の
縮
図
を
得
た
れ
ば
次
号

　
　
に
掲
出
し
以
て
参
考
に
供
す
）
。
氏
は
台
下
を
豊
く
に
精
妙
な
り
し
故
、

　
　
こ
の
圖
豊
に
自
家
の
長
所
を
濾
し
た
り
。
シ
ル
リ
ー
二
［
チ
ェ
リ
ー
二
］

　
　
氏
が
著
は
す
所
の
傳
記
［
『
自
伝
』
］
第
二
二
章
に
重
く
。
氏
は
法
王
ジ

　
　
ュ
リ
ヲ
［
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
］
の
寺
院
に
於
て
書
き
し
所
の
も
の
よ
り
こ
の

　
　
ピ
ザ
の
書
は
一
層
高
貴
な
り
と
。
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こ
の
話
に
続
い
て
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
描
い

た
フ
レ
ス
コ
画
（
灰
水
豊
）
に
使
わ
れ
た
「
色
西
諸
具
」
は
「
悉
皆
自
製
の
も
の
」

で
、
そ
の
描
写
は
「
精
細
な
る
を
知
へ
し
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
多
の
豫
言

者
等
其
他
の
圖
書
に
し
て
實
に
善
良
を
極
め
た
る
も
の
な
り
」
と
い
う
。
「
悉

皆
自
製
の
も
の
」
と
い
う
言
葉
は
由
一
を
喜
ば
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
『
土
遊
席
珍
』
に
み
ら
れ
る
思
想
は
絵
の
具
の
改
良
と
技
法
の

改
良
に
よ
る
人
類
の
精
神
の
進
歩
史
、
社
会
の
進
歩
史
で
あ
る
。
進
歩
の
概
念

が
導
入
さ
れ
て
、
美
術
史
は
人
類
発
展
史
に
な
る
。
『
群
遊
席
珍
』
に
四
回
も

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
略
伝
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
美
術
史
に

お
い
て
「
精
細
な
る
」
表
現
技
法
の
ひ
と
つ
の
進
歩
の
頂
点
を
極
め
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
根
拠
は
こ
こ
で
語
ら
れ
な
い
が
、
ヴ
ァ
ザ
！
リ
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ

ロ
の
伝
記
を
含
む
『
美
術
家
列
伝
』
で
語
っ
た
思
想
は
人
類
の
「
進
歩
」
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
写
実
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
基
準
を
立
て
た
と
き
明
快
に
正
否

が
判
断
で
き
る
歴
史
で
あ
る
。
巧
拙
が
明
確
で
あ
り
、
あ
る
権
威
が
そ
の
判
断

を
誤
る
と
き
、
そ
の
権
威
は
怒
り
の
対
象
と
な
る
。
こ
う
し
て
進
歩
史
の
頂
点

た
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
権
威
に
対
し
て
、
怒
れ
る
審
判
神
を
描
く
芸
術
家
と

し
て
敵
対
す
る
。
ラ
ン
ツ
ィ
の
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
略
伝
」
は
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ

ェ
ロ
の
技
量
の
評
価
史
の
要
約
で
あ
り
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
価
値
復
権
の
き

ざ
し
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
を
参
考
に
し
て
す
ぐ
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
が
『
イ

タ
リ
ア
美
術
史
』
に
お
い
て
怒
れ
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
像
を
書
き
出
す
だ
ろ
う
が
、

こ
の
よ
う
に
リ
ア
リ
ズ
ム
を
基
準
に
お
い
た
進
歩
の
概
念
を
導
入
し
た
と
き
、

高
橋
由
一
の
怒
り
の
根
拠
が
見
え
て
く
る
。

　
そ
も
そ
も
怒
り
は
個
人
的
な
感
情
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
向
け
ら
れ
る
対
象

に
権
威
が
あ
る
と
き
、
そ
の
言
行
は
社
会
批
判
へ
と
発
展
す
る
。
怒
り
は
、
古

代
で
は
ホ
メ
ロ
ス
が
語
る
ア
キ
レ
イ
ウ
ス
の
激
怒
な
ど
、
英
雄
的
言
説
と
し
て

文
学
の
中
心
主
題
で
あ
る
。
旧
約
聖
書
で
は
預
言
者
モ
ー
セ
は
激
怒
し
て
十
戒

の
板
を
な
げ
つ
け
る
し
、
新
約
聖
書
で
は
神
殿
で
怒
れ
る
キ
リ
ス
ト
は
商
人
た

ち
を
追
い
出
し
、
黙
示
録
の
審
判
神
の
怒
り
は
恐
ろ
し
い
（
1
6
）
。
そ
の
神
的

な
怒
り
は
除
く
と
、
西
洋
中
世
は
怒
り
を
悪
徳
と
み
な
し
た
が
、
中
世
が
成
熟

し
た
と
き
、
ダ
ン
テ
が
ふ
た
た
び
怒
り
を
文
学
『
神
曲
』
に
も
ち
こ
み
、
批
評

精
神
と
し
て
復
活
さ
せ
た
（
1
7
）
。

　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
一
五
世
紀
初
頭
に
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
怒
り
を
共
和
制
守
護
の

政
治
的
精
神
と
し
て
称
揚
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
の
文
化
は
そ
の
怒
り
を
芸
術
家
の

自
意
識
の
形
式
と
し
て
採
用
し
た
（
1
8
）
。
彫
刻
家
、
画
家
、
建
築
家
た
ち
は

注
文
主
や
ラ
イ
バ
ル
た
ち
の
不
正
な
る
行
為
に
対
し
て
露
骨
に
怒
り
を
表
明
す
る
。

芸
術
家
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
一
五
五
〇
年
に
著
し
た
『
美
術
家
列
伝
』

は
芸
術
家
の
怒
り
の
一
覧
表
で
あ
る
。
不
正
を
椰
楡
し
た
り
、
怒
っ
た
り
す
る

芸
術
家
に
は
、
画
家
ジ
ョ
ツ
ト
、
彫
刻
家
の
ド
ナ
テ
ッ
ロ
、
建
築
家
の
ブ
ル
ネ

レ
ッ
ス
キ
が
い
る
（
1
9
）
。
彼
ら
の
怒
り
を
総
合
す
る
の
は
彫
刻
・
絵
画
・
建

築
を
統
合
す
る
「
恐
ろ
し
き
」
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
あ
る
。
巨
像
《
ダ
ヴ
ィ
デ
》
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で
怒
り
を
表
現
し
た
「
恐
る
べ
き
（
テ
ッ
リ
ビ
ー
レ
）
」
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は

た
え
ず
「
怒
り
を
発
す
る
」
教
皇
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
の
た
め
に
《
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ

礼
拝
堂
天
井
画
》
を
制
作
し
た
し
、
ユ
リ
ウ
ス
の
怒
り
を
継
承
し
た
教
皇
パ
ウ

ル
ス
三
世
の
た
め
に
フ
レ
ス
コ
画
《
最
終
審
判
（
ジ
ュ
デ
ィ
ツ
ィ
オ
・
ウ
ニ
ヴ

ェ
ル
サ
ー
レ
）
》
の
な
か
に
、
完
壁
な
判
断
を
示
す
審
判
神
の
怒
れ
る
姿
を
「
芸

術
の
恐
ろ
し
さ
」
で
描
き
、
ま
こ
と
の
審
判
（
2
0
）
、
普
遍
的
判
断
（
ジ
ュ
デ

ィ
ツ
ィ
オ
・
ウ
ニ
ヴ
ェ
ル
サ
ー
レ
）
を
示
し
、
人
類
の
美
術
史
の
頂
点
に
達
し
た
、

と
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
は
暗
示
的
に
語
っ
た
（
2
1
）
。
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
、
怒
れ

る
正
義
の
神
は
怒
れ
る
芸
術
家
に
な
っ
た
。
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
恐
ろ
し
さ
は
、

血
管
ま
で
リ
ア
ル
に
表
現
す
る
解
剖
学
の
知
識
と
、
難
し
い
角
度
か
ら
人
体
や

建
築
を
表
現
す
る
短
縮
法
の
勝
利
で
あ
っ
た
。

　
一
五
六
八
年
の
『
美
術
家
列
伝
』
再
版
で
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
は
、
サ
ン
・
ピ

エ
ト
ロ
大
聖
堂
建
築
に
従
事
し
つ
つ
不
正
の
者
た
ち
を
怒
り
屈
服
さ
せ
、
遂
に

彫
刻
・
絵
画
・
建
築
と
い
う
三
分
野
を
完
壁
に
統
合
・
支
配
し
、
一
五
六
四
年

に
八
九
歳
で
死
ん
だ
。
こ
の
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
的
な
恐
ろ
し
さ
は
、
の
ち
の
ロ

マ
ン
派
の
疾
風
怒
涛
の
芸
術
家
像
を
つ
く
り
あ
げ
た
と
い
う
（
2
2
）
。

　
以
上
の
伝
統
か
ら
見
て
、
由
一
の
激
怒
す
る
演
技
の
裏
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
。
西
洋
近
代
に
お
け
る
芸
術
家
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
い
う
観
点
か
ら
展
望
し
て
、
由
一
の
意
識
的
な
激
怒
は
興
味
深
い
近
代
化

の
一
過
程
と
し
て
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
、
『
臥
多
血
珍
』
に
お
け
る
「
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
略
伝
」
な
ど
の
著

者
は
誰
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
筆
者
は
い
ろ
い
ろ
の
理
由
か
ら
、
そ
の
著
者

は
西
哲
で
は
な
い
か
と
も
思
っ
て
い
る
。
西
敬
は
、
安
政
二
年
［
一
八
五
五
］

に
佐
倉
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
明
治
六
年
浅
井
忠
と
上
京
し
、
箕
作
平
坪

に
英
語
を
学
び
、
国
沢
新
九
郎
の
画
塾
彰
食
堂
に
入
る
が
、
明
治
九
年
に
浅
井

と
と
も
に
工
部
美
術
学
校
で
学
び
、
明
治
一
二
年
十
月
か
ら
二
三
年
六
月
ま
で

長
崎
師
範
で
、
さ
ら
に
明
治
二
四
年
こ
ろ
か
ら
愛
媛
の
師
範
学
校
で
教
え
て
明

治
二
五
年
に
病
死
し
た
（
2
3
）
。
彼
は
工
部
美
術
学
校
の
学
生
で
、
高
橋
源
吉

と
と
も
に
明
治
＝
年
一
一
月
に
小
山
正
太
郎
に
従
い
退
学
し
た
。
西
敬
が
工

部
美
術
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
の
明
治
一
〇
年
に
発
行
さ
れ
た
『
芸
術
叢
誌
』

に
「
泰
西
画
の
起
源
井
沿
革
」
と
い
う
記
事
が
西
敬
を
著
者
と
し
て
一
一
月
の

第
二
一
号
、
第
二
二
号
、
第
二
三
号
に
連
載
さ
れ
た
。
そ
の
記
事
が
由
一
な
り

源
吉
に
よ
っ
て
一
部
筆
記
さ
れ
て
い
る
（
勿
）
。
そ
の
記
事
の
一
部
は
『
臥
遊

席
珍
』
の
記
事
と
符
号
す
る
の
で
、
英
語
を
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
西
敬
が
、
工

部
美
術
学
校
で
の
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
ジ
等
の
講
義
を
記
録
し
清
書
し
て
、
　
『
臥
二

十
珍
』
に
転
載
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
イ
タ
リ
ア
語
の
サ
ン
．
マ

ル
コ
を
セ
ン
ト
・
マ
ー
ク
と
訳
す
の
は
英
語
風
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
『
芸
術
叢
誌
』
に
は
明
治
＝
年
一
〇
月
に
江
木
学
校
で
、
菊
地
大
麓
（
数
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学
を
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
主
席
卒
業
、
明
治
一
〇
年
に
英
国
か
ら
帰
国
し
東

京
大
学
教
授
就
任
）
の
通
訳
に
よ
る
モ
ー
ス
の
四
回
の
進
化
論
講
演
の
要
約
や
、

進
化
論
者
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
講
演
が
掲
載
さ
れ
た
。
江
木
学
校
は
明
治
一
一
年
九

月
一
四
日
に
聴
衆
二
千
入
（
入
場
で
き
な
い
者
五
百
人
V
を
え
て
盛
大
に
発

足
し
た
講
演
会
で
あ
り
、
初
回
に
モ
ー
ス
が
祝
辞
を
述
べ
、
講
演
者
に
は
東
京

大
学
教
授
の
外
山
正
一
に
ほ
か
に
、
河
津
祐
之
、
藤
田
茂
吉
、
西
周
、
福
沢
諭
吉
、

江
木
高
遠
、
菊
地
大
麓
、
杉
享
二
が
い
た
（
2
5
）
。
こ
の
よ
う
に
明
治
九
年
か

．
ら
明
治
一
四
年
に
か
け
て
、
日
本
は
イ
タ
リ

ア
、
米
国
の
画
家
や
学
者
を
招
聴
し
、
未
曾

有
の
文
明
開
化
に
突
入
し
た
。
そ
の
第
一
線

の
芸
術
家
や
学
者
の
周
辺
で
高
橋
父
子
が
油

彩
画
の
意
味
と
技
法
を
追
求
し
て
い
た
。
高

橋
由
一
の
絵
の
う
ち
、
現
在
金
力
比
羅
宮
に

保
存
さ
れ
て
い
る
《
貝
図
》
（
図
1
0
）
に
、

ア
ワ
ビ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
貝
が
色
鮮
や
か
に

描
か
れ
る
の
も
、
進
化
論
を
検
討
す
る
た
め

に
、
腕
足
類
の
貝
の
研
究
に
来
た
モ
ー
ス
と

の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
は
別
話
に

ゆ
ず
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
と
に
か
く
当
時

の
思
想
界
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
か
な
り
楽
天

図10

的
な
進
化
論
で
あ
り
、
明
治
時
代
後
半
の
悲
観
的
な
遺
伝
論
へ
の
移
行
以
前
の
、

明
る
い
啓
蒙
時
代
を
反
映
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
進
化
論
は
、
歴
史
を
た
ど

れ
ば
、
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
の
油
彩
画
の
開
発
や
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
の
『
美
術

家
列
伝
』
の
内
容
と
密
接
に
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き
た
。
新
し
い
学
説
を
出
す

進
化
論
学
者
は
い
わ
ば
ヴ
ァ
ザ
ー
リ
が
語
る
、
新
技
法
を
競
う
ル
ネ
サ
ン
ス
芸

術
家
た
ち
の
末
筆
で
あ
り
、
リ
ア
リ
ズ
ム
を
求
め
て
芸
術
と
科
学
に
お
い
て
先

陣
争
い
を
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
機
運
が
由
一
に
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
を
元

祖
と
す
る
怒
れ
る
芸
術
家
の
自
我
形
式
を
と
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
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蜷
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嫌
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西
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述
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